
🏥 院内研修管理システム 

 院内で実施する研修会の「予定→実施」を管理します。参加者、実施場所、研修分野など

を入力するので参加必須の研修を受けていない人や、会場の予約忘れ防止、研修に偏りがな

いかのチェックなどいろいろな管理に役立ちます。 

医療機能評価などで研修内容、件数が必要な場合にも利用出来ます。 

積極的に研修を受けている人を評価するなど人事考課の根拠にもなります。 

バーコードで出席のチェックが可能です。 

 

【研修予定の一覧表示】 

 

研修予定が時系列に表示されます。 

新規に研修を登録する場合は「New」ボタンをクリック 

登録済の研修情報の確認、修正等は「詳細」をクリック 

 

【新規登録画面】 

 

 



【個別情報登録/修正】 

 

資料欄で右クリックするとウインドウが表示されるので「オブジェクトの挿入」を選択し、

研修会の資料を貼り付けます。 

「研修の名称」、「研修の目的」、「研修場所」、「研修対象」はそれぞれマスタ登録するように

なっているので左下に４つあるボタンで「登録/修正」します。 

マスタ登録の仕方によって後で出力する帳票の形式が決まるので、自分の施設に合うよう

に作成してください。 

現状では問題ありませんが、資料の画像が大量にある場合どうしてもファイルサイズが大

きくなってきます。Access で扱えるファイルサイズは２ギガまでと決まっているので  

ある程度の年数でファイル自体を更新する必要が出てくると思います。 

 資料を貼り付けるのでは無くサーバーに保管しハイパーリンクで開くようにすればファ

イル容量を抑えることが出来ますが、ネットワーク上での利用に限定されます。 

 

 

 

 

 



マスタ登録の仕方によってデータの二次利用が効率的になるので最初によく検討します。 

【研修名称】ふりがな順にソートされるのでふりがな部分を数字などに変更すれば表示順

を制御することが可能 

 

【研修目的】 

 

【研修場所】 

 

 

 

 

 

 

【研修対象】 

 

 



【研修参加者登録】 

 

中央下部の「研修参加者 入力」をクリックすると職員の一覧表が表示されます。 

参加した職員の右側にあるチェック欄をチェックします。職員の並びは「ふりがな」、「部

門」、「部署」で並べ替えることが出来ます。 

研修参加者の登録が終わったら、個別画面の右下にある「終了」チェックボックスをチェッ

クします。終了された研修は以降表示されなくなります。 

「登録/修正」をクリックすると職員のマスタの登録、修正が出来ます。 

バーコードをクリックすると職員 ID 入力のみ可能な窓が開きます。 

職員に職員番号のバーコードの入ったカードを配布しておけば研修参加時に読み取るだけ

で参加登録が可能です。ただし、登録の無い職員の読み込みは出来ません。 

 

【研修参加者】 

 

画面上部の「必須研修不参加」、「研修参加個人別」ボタンでそれぞれ研修の参加状況を表示

します。 



【出席必須の研修に参加していない人達】 

 

【個人の研修参加状況】 

 

個人の出席状況は参加したものだけを表示していますが、全部の研修を表示して参加・不参

加を表示することもできます。 



【処理済となった情報を表示】 

 

 

 

すでに終わった研修の情報を確認したい場合もあると思います。 

「全表示」のボタンをクリックすると終了済の情報がすべて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【例：帳票の種類】 

 

 

入力されたデータを基にいろいろな分類で情報を抽出することができます。研修目的や会

議室の利用予定を入力しているので、これらの情報は簡単に出力出来ます。 

 

 

 

 


